大阪大学　大学院法学研究科

科研費・基盤研究Ａ（平成２２～２５年度）

高度法情報発信研究プロジェクト

回答日：平成　　　年　　　月　　　日

法情報（司法通訳）に関するアンケート

本アンケートは、科学研究費・基盤研究Ａ「高度法情報発信のための多言語情報の最適組み合わせに関する研究」の一環として、法廷通訳の業務についている方々が、日本の法律に関わる知識をどの程度持っているのか、日頃、法に関する情報でどのようなものが不足していると感じているのかなど、法情報に関する意識を調査する目的で行います。
ご回答いただく情報につきましては、適切な管理と必要な保護を行い、上記研究活動に関しての参考とさせていただく以外の目的で使用することはありません。本調査の趣旨をご理解いただき、アンケートにご協力をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。
＊該当項目の□を■に変えてご回答下さい。
□上記に同意する　
□上記に同意しない

回答者自身について
性別：　□男　□女

年齢：　□２０代　□３０代　□４０代　□５０代　□６０代以上　
国籍：　（　　　　　　　　　　　　　　　）
母語：　（　　　　　　　語）
通訳言語（複数回答可）：　（　　　　　　語、　　　　　　語、　　　　　　語）
通訳経験年数：　（　　　　　年　［内司法通訳　　　年］）　
１．あなたは日本の法律について学んだことがありますか
□ある　　　　　□ない
あると答えた人のみ：　どこで学びましたか　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．あなたは自分の通訳対象とする外国人の国の法律を知っていますか。
□知っている　　　　　□知らない
３．司法通訳をするうえで、法律知識は必要だと思いますか。それはなぜですか。
□思う　　　　　□思わない
理由：
４．法律知識や法情報がないことで、通訳の際に困ったことはありますか。
□ある　　　　　□ない
あると答えた人のみ：　どんな点で困りましたか。具体的に答えてください。
５．あなたは日本法についてのどんな情報や知識の不足を感じていますか。
６．それはどんなメディアや方法によって提供されるのがよいと思いますか。
　　（インターネット、印刷物、セミナー、質問受付窓口、など）
７．大学法学部などから、どのようなサポートがあれば助かると思いますか。
８．通訳をする上で、自分の対象とする外国人グループの特殊なニーズがあれば書いて下さい。

　　（法制度の違いや文化の違いに関わること、その他何でも。）
９．その他、法律の知識や情報について思っていることがあれば書いて下さい。
ご協力ありがとうございました。
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